
人口と世信
9月1日現在( )内は対前年同月比

・人口 132.610人 (ー 144人)
[うち外国人905人]

男 65.840人(ー 181人)
女 00.770人 (+37人)

・世帯 51.232世帯 (+339世帯)
※住民基本台帳人口・世帯に外国人登録者
数・世帯数を加えた数値です。
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@ 献の里山i乙刷れよフ
回 あびこ自然観察隊

献の虫乙あき:1まフ@ 
手賀沼を見下ろす台地の上、手賀の丘少

年自然の家周辺で里山の秋を探索します。

親子で、家族で楽しめるやさしい自然観

察会です。

集合日時・場所 10月15日凶午前9時ま

でに鳥の博物館駐車場集合(午後O時30
分ごろ同駐車場解散予定・荒天中止)

※駐車場からパスで送迎します。

定員先着30人(小学

生は保護者同伴で)

回あびこ自然観察隊

博友の会ボランティア

定員先着40人(小学生は保護者同

伴で)

参加費無料

措参帽子、水筒、筆記用具

主催鳥の博物館

申し込み・圃 電話で鳥の博物館2

7185・2212ヘ

手賀沼遊歩道で、バッタやトンボを

手に取って観察します。

身近な自然を訪ねる観察会で、小-

中学生から大人まで楽しめます。

集合日時・場所 10月1日出午前9

時30分までに鳥の博物館玄関前に集

合(正午解散予定・雨天中止)

説明員鳥の博物館市民スタッフ、鳥

参加費無料

措参帽子、水筒、筆記用具

主催 鳥の博物館、手賀の丘少年自然の家

申し込み・圃電話で鳥の博物館ft7185・

2212ヘ
タ泳

傭験しまt!1tかa.
みとりの 苅W

J1ミフシティヌ活動A
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い
学

沼
あ
見

賀
れ
上

手
品
川
船

団@ 

理のない範囲で参加しています。

10月の活動日に、みどりのボラ
ンティア活動を体験しませんか。

日時・場所 ①10月8日出午前

9聞から 11閏30分、自然観察の
森①10月23日旧)午前9時から

11閏30分、古利根沼の沼ぺり

申し込み・固電話、ファクス、

Eメールのいずれかで、氏名、電

話番号を公園緑地諜・内線545剛

7185-4329 Eメールkouenryo

|くuchi@city.abilくo.chiba.jpヘ
(集合場所なとをお知らせします)

古利根公園自然観察の森では、

枯れ木の処理や草刈り、沼べりの

清掃など、みどりのボランティア

活動が行われています。

活動日は月 1、2固ですが、 1

人ひとりが自分の都合にあわせ無

申し込み往復ハガキに住所、氏名、年齢、

電話番号、希望の乗船時刻(第2希望まで)と、

返信面のあて先(裏面は末記入)を明記し、

9月30日必着で〒270・1192市役所手賀沼
諜(住所省略可)ヘ

※家族やグループの場合は、全員の氏名・年齢、

代表者の住所、電話番号を記入してください。

主催我孫子市

圃手賀沼諜・内線467

10月は手賀沼浄化月間です。この月間にあ

わせて、手賀沼ふれあい船上見学会を行います。

水質が改善された手賀沼と、湖上からの景

色をご貰になってみませんか。

日時 10月16日間午前10時、 11時、午後

1時30分、2時30分(雨天実施・荒天中止)
集合蝿所 手賀沼公園内ポート乗り場

乗船時間約30分

参加資格 市内在住・在勤の方

定員応募者全員の乗船可

※応募状況によっては、ご希望の乗船閏刻の

変更をお願いする場合があります。

参加費無料

お
子
ち
九
が

傭
日
・
夜
間
巴

急
病
巴
な
っ
定
と
き
は

小
児
の
救
急
病
院

ま
ず
消
防
署
宮
ア
1
8
4
・0
1

1
9
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け

入
れ
が
可
能
な
救
急
病
院
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

我
孫
子
市
は
、
小
児
科
の
充
実
し

て
い
る
取
手
協
同
病
院
と
、
小
児
救

急
患
者
の
夜
間
・
休
日
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
診

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
内
の
救
急
5
病
院
は
、
小
児
科

医
が
当
直
医
で
あ
る
と
き
に
受
け
入

れ
可
能
で
す
。

な
お
、
救
急
車
の
出
動
が
必
要
な

と
き
は

E
1
1
9
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。

診
癒
時
間
日
曜
日
、
祝
日
、
掻
替

休
日
、
年
末
年
始
(
ロ
月
mm
日
か
ら

1
月
3
日
)
:
・
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
、
毎
夜
間
:
・
午
後
5
時
か
ら
翌

日
午
前
9
時

ム.~~~~
一司官。 、、咽IT'『、、h・9 電"

陣h でに

休

日

診

療

所

日
曜
・
祝
日
に
病
気
や
歯
痛
に
な

っ
た
と
き
は
、
休
日
診
療
所
で
診
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

診
癒
日
日
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
(
ロ
月
mm
日
か
ら
1

月
3
日
)

所
在
地
湖
北
台
1
の
ロ
の
口
(
保

健
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
)

診
療
科
目
内
科
、
小
児
科
、
歯
科

診
癒
時
間
内
科
小
児
科
・
:
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
(
受
付
時
間
:
・

午
前
9
時
か
ら
日
時
却
分
、
午
後
1

時
か
ら
4
時
却
分
)
歯
科:・
午
前

9
時
か
ら
正
午
(
受
付
時
間
:
・
午
前

9
時
か
ら
日
時
却
分
)

※
救
急
病
院
、
休
日
診
療
所
を
ご
利

用
の
際
は
、
健
康
保
険
証
、
診
察
料
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券

(
4歳

未
満
児
)
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

固

保
健
セ
ン
タ
ー

8
7
1
8
5
・1
1
2
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小児救急電話相談
[~:I:IIIIII] ヘ l
9月3日から県の小児救急電話相談が始まりました。

休日の夜間に急にお子さんの具合力軍くなったとき、

家庭でどのように対処すればよいか、直ちに医療機関

にかかる必要があるかなどについて、電話で看護師が

アドバイスを行います。また、必要に応じて、小児科

医に電話を転送します。

相桜日時土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始 (12

月29日から1月3日)の午後7聞から午後10時
相畿電話番号 ft# 8000 (ダイヤル回線と携帯電話
からは含043-242・9939)
固千葉県医療整備課ft043・223-3883

てしざめを実現の社会jレクイサ
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男
甘
が
乙
老
に
輝
/
、
ま
5
を
実
現
オ
ヲ
る
厄
め
に

男
女
共
同
参
画
条
例
の
素
案
に
ご
意
見
を

こ
の
た
び
、
条
例
案
の
紫
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

紫
案
は
、
条
例
づ
く
り
に
市
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
や

市
民
団
体
の
代
表
な
ど
で
構
成
す
る

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
懇

談
会
(
市
長
の
諮
問
機
関
)
が
ま
と

め
ま
し
た
。
(
写
真
)

紫
案
の
全
文
は
、
市
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ア
ピ
ス
タ
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

写
し
が
必
要
な
方
へ
は
郵
送
や
フ
ァ

ク
ス
で
の
送
信
も
行
い
ま
す
の
で
、

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
ご
意
見
へ
の
個
別
の
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
位
置

付
け
、
男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン

な
ど
の
施
策
や
事
業
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
条
例
案
づ
く
り
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

-ー司，t1 • 
10月1目に国勢調査を実施

第 1149号

皆さんのお宅に
調査員が伺います

国
勢
調
査
が
、
日
月
1
日
に
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
人
口
・
世
帯
な
ど
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

9
月
下
旬
か
ら
叩
月
上
旬
に
か
け

て
、
総
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
(
調
査
員
証
を
携
帯
)
が
、
調

査
票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す。
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
社
会

へ
の
取
り
組
み
ゃ
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ

り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ

ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。圃
総
務
課
・
内
線
3
7
9

提
出
方
法
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E

メ
I
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
紫
案
に
つ

い
て
の
意
見
を
叩
月
7
日
働
必
着
で

一T
2
7
O
l
l
l
9
2
市
役
所
男
女

共
同
参
画
担
当
(
住
所
省
略
可
)
問

9 圃旬会 7
3 へ吉 1

男 とさ・ 8

棄る?
同 己・ 2

参 424
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このような社会をめざします
(基本理念より)

①男女の人権が尊重される社会

e配偶者間その他の男女聞における暴力的行

為などのない社会

①男は仕事・女は家庭などの慣習によらず自

己の意思による活動の選択ができ、男女と

もに責任を分かちあう社会

①政策などの立案や決定に男女ともに参画す

る社会

⑤家庭生活での活動と社会的な活動力澗立で

きる社会

@個人の尊厳と男女平等を基本とした教育が

行われる社会

⑦健康で豊かな生活が生涯配慮される社会

家屋被害はO件

台風1j，-号「五14号lの
被害状況

台
風
日
号
が
、

8
月
お
日
同
か
ら

お
日
働
に
か
け
て
我
孫
子
市
付
近
を

通
過
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
1
2
6
・
5
酬
の
降
雨

量
を
記
録
し
、
お
日
午
後
8
時
半
頃

ず
、
ど
う

に
は
泉
の
常
磐
線
利
根
山
隣
道
を
一

時
通
行
規
制
し
た
ほ
か
、

3
カ
所
で

道
路
冠
水
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
家

屋
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
で
は
、
台
風
の
接
近
に
備
え
て

警
戒
本
部
を
設
置
し
、
職
員
や
協
力

介
謹
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
叩
月
か
ら
介
護
保
険
施
設
な
ど
の
居

住
費
や
食
費
が
介
護
保
険
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。
在
宅
生
活
と
施
設
利
用
で
費
用
負
担
が
異
な
る
現
行
制
度
を
見
直

し
、
同
じ
要
介
護
状
態
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
も
給

付
と
負
担
が
公
平
に
な
る
よ
う
、
保
険
給
付
の
範
囲
が
介
護
に
要
す
る

費
用
に
量
点
化
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ
ン
)
の
利
用
者
:
・
食
費

自
己
負
担
の
内
訳

。
居
住
費
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
滞

在
費
)
:
・
居
室
は
多
床
室
(
相
部
屋
)
、

従
来
型
個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
準
個
室
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
4
つ
に
区
分
さ

れ
、
多
床
室
(
相
部
屋
)
は
光
熱
水

費
相
当
、
従
来
型
個
室
と
ユ
ニ
ッ
ト

型
準
個
室
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
は
室

料
と
光
熱
水
費
相
当
が
自
己
負
担

介
護
保
険
施
設
な
ど
の
利
用
料
、
が

問
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

。
食
費
・
:
食
材
料
費
と
調
理
費
相
当

が
自
己
負
担

※
い
ず
れ
も
具
体
的
な
金
額
は
各
施

設
で
設
定
さ
れ
ま
す
。

業
者
が
急
傾
斜
地
や
道
路
な
ど
地
域

の
警
戒
や
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た

0

0
台
風
刊
号
の
被
害
な
ど
の
状
況

総
雨
量
根
戸
観
測
点
:
・

ω
・
5
剛、

我
孫
子
観
測
点
:
・
1
2
6
・
5
剛、

湖
北
観
測
点
:
・
1
2
1
・
5
剛
、
布

佐
観
測
点
錦
・

0
醐

瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
2
・4
m
(消

防
本
部
・
お
日
午
前
5
時
)

被
害
状
況
家
屋
な
ど
の
被
害
;
な

し
、
道
路
冠
水
:
3
カ
所
、
表
通
規

制
(
通
行
止
め
)
:
・
1
カ
所
、
土
砂

流
出
・
:
1
カ
所

消
毒

1
件
(
つ
く
し
野
7
丁
目
)

普
戒
本
部
設
置
:
・
8
月
お
日
同
午

後
4
時
、
解
散
:
・
8
月
お
日
働
午
前

9
時
却
分

な
お
、
台
風
比
号
が
9
月
6
日

ω

か
ら
7
日
制
に
か
け
て
日
本
海
上
を

北
上
し
ま
し
た
が
、
市
内
で
の
被
害

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

圃
市
民
活
動
支
援
課
・
内
線
2
1

7
 

負
担
額
の
軽
減

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
、

介
護
保
険
施
設
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
居
住
費
(
滞
在
費
)
と
食
費
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
第
1
5
3
段
階
の
方

は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

圃
介
護
支
援
課
・
内
線
4
2
6

T (911)特別養護老人ホーム(多床室)入所の場合
。現行の負担 (単位:円)
負担段階 1割負 担居住費食費合計

第1段階 15，000 - 10，000 25，000 
第2段階 25，000 - 15，000 40，000 
第3段階 25，000 - 15，000 40，000 
第4段階 30，000 0 26，000 56，000 

010月からの負担 (単位:円)
負担段階 1割負 担居住費食費合計

第1段階 15，000 0 10，000 25，000 
第2段階 15，000 10，000 12，000 37，000 
第3段階 25，00010，000 20，000 55，000 
第4段階 29，00010，000 42，000 81，000 

本第1段階は、生活保護受給者など
本第2段階は、市民税非課税世帯で課税年金収入
額と合計所得金額の合計が印万円以下の方

本第3段階は、市民税非課税世帯で課税年金収入
額と合計所得金額の合計が80万円を超え266
万円未満の方

本第4段階は、第1-3段階以外の方

肺がA験診結核

自
己
負
担
に
な
る
費
用

。
介
護
保
険
施
設
(
特
別
養
護
老
人

ホ
I
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療

養
型
医
療
施
設
)
の
利
用
者
;
居
住

費
、
食
費

。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
(
短
期
入
所
生

活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
)
の

利
用
者
:
・
滞
在
費
、
食
費

。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
(
通
所
介
護
)
、

デ
イ
ケ
ア
(
適
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
シ

~…40 歳から 64 歳の市内在住の方
(200円)

※世帯全員力市県民税指果税の方、生活

保護世帯の方は無料となります。 9月26

日までに保健センターヘご連絡ください。

O受診券が必要です

広報9月1日号でお知らせした郵送対

象者には、 9月20日ごろに受診券を発

送します。

対象者以外で受診を希望する方は、

受診日の7目前までに電話で保健センタ
ーヘご連絡ください。

固保健センターft7185-1126 

• 
受~日・会場 10月3日伺1)• 17日開・

24日開…市民会館、 4日閃.11日側

…布佐市民センター、 5日制.12日制・

21日樹…保健センター、 6日開…我孫

子第四小学校、 7日樹…並木小学校(並
木門)、 13日開…湖北地区公民館、 14

日樹・・根戸小学校(西門)、 18日仰い布

佐南小学校、 19日制…天王台北近隣セ

ンタ一、 20日開…根戸近隣センター

受付時間午前9時30分から 11閏30

分、午後1聞から3時

対象・費用結額・肺がん検診..65歳

以上の市内在住の方(無料) 肺がん検

日時・蝿所 10月7日幽 .20日開午後1時

15分から3時30分、保健センター(全2日)

内容閉経後の健康づくり(骨粗しよう症と

生活習慣、運動、栄養、歯科衛生)、筋力ア

ップ体操、超音波骨密瑚定ほか

対象・定員 1949 (昭和24)年3月31日

以前生まれ (2005年度に56歳以上になる

方)の市内在住の女性で2日とも参加できる

方、先着40人

参加費無料

措参健康苧脹、筆記用具運動できる服装

申し込み・固電話で保健センターft7185・

1126ヘ

目王師の疋加の
歯制講演会

日時・蝿所 9月22日開午後1

時30分から3時、保健センター

内容 妊娠中の歯科衛生や赤ち

ゃんの歯を丈夫に育てるための

話(希望者には歯科健診を実施)

講師宮本典子歯科医師(我孫

子市歯科医師会)

対象・定員 妊娠している方、

先着30人

参加費無料

申し込み・固電話で保健セン

タ-ft7185-1126ヘ

市役所の代表電話番号ft7185・1111 市ホームページのアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp。 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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オ
フ
ロ
ー
ド
自
転
車
(
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イク
)
講
習
会

基
本
的
な
乗
り
方
を
学

-ー-
昨
年
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
利
根

川
ゅ
う
ゅ
う
公
圏
内
の
オ
ブ
ロ
ー
ド

自
転
車
(
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
)
コ

ー
ス
で
、
オ
ブ
ロ
ー
ド
自
転
車
の
基

本
的
な
乗
り
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

オ
ブ
ロ
ー
ド
自
転
車
は
、
街
乗
り

か
ら
林
道
な
ど
を
行
く
長
距
離
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

み
方
が
あ
り
ま
す
。

日
時
叩
月
お
日
側
午
前
日
時
か
ら

午
後
3
時
(
午
前
、
午
後
の
部
が
あ

り
ま
す
)

場
所
利
根
川
ゅ
う
ゅ
う
公
圏
内
オ

ブ
ロ
ー
ド
自
転
車
コ
l
ス
(
荒
天
中

止
)

内
容

オ
ブ
ロ
ー
ド
自
転
車
の
基
本

的
な
乗
り
方
、
講
師
:
・日
本
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
協
会

.. 
ti 怠

第7回

国際交流
スピーチ大会と

記念講演

今
回
の
ス
ピ
ー
チ
大
会
は
、
我
孫

子
市
戦
後

ω周
年
記
念
平
和
事
業
行

事
の
一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

テ
ー
マ
は

「国
際
交
流
と
平
和
」
。

主
に
次
代
の
国
際
究
流
活
動
を
担
う

脅
少
年
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
す

が
、
昨
年
は

ω歳
代
の
方
の
発
表
も

あ
り
ま
し
た
。
国
際
交
流
と
平
和
に

つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
、
ぜ
ひ
お
聞

き
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
細
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
逮

対
象
・
客
員
先
着
印
人
(自
転
車

レ
ン
タ
ル
希
望
者
却
人
、
自
転
車
持

参
者
初
人
)

※
応
募
者
が
多
薮
の
場
合
は
抽
選
。

参
加
費

5
0
0
円

(
保
険
料
ほ
か
)

申
し
込
み
・
圃

往
復
ハ
ガ
キ

(
1

枚
1
人
。
家
族
で
申
し
込
む
場
合
は

複
数
可
)
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
自
転
車
レ
ン
タ
ル
の
有

無
(
レ
ン
タ
ル
希
望
の
場
合
は
身
長

も
記
入
)
を
明
記
し
、

9
月
初
日
必

着
で
一
T
2
7
O
I
l
l
-
1古
戸
6

9
6
市
民
体
育
館
内
教
育
委
員
会
体

育
課
宮
7
1
8
7
・
7
5
5
5
へ

盟
理
事
長
に
よ
る
講
演
会
も
行
わ
れ

ま
す
。

日
時

9
月
お
日
制
午
後
O
時
加
分

場
所
市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

内
容

ス
ピ
ー
チ
大
会
:
・午
後
O
時

却
分
、
講
演
会
「
ユ
ネ
ス
コ
活
動
S

多
文
化
共
生
を
目
指
し
て
j
」
講
師

:
・
野
口
昇
さ
ん
(
細
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
理
事
長
)
:
・午
後
3
時

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
国
際
交
流
協
会

(
A
I
R
A
)

事
務
局
宮
7
1
8
3
・
1
2
3
1

圃圃圃・圃

企昨年の弁論大会出場者

違法駐車はみんなの迷惑

唱
週-

O〈
聞
出

今
エの

山
V

ハ
2
8
1
 

9
月
幻
日
制
か
ら
羽
田
働
ま
で
の

日
日
問
、
秋
の
全
因
究
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
交
通
量

が
増
加
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交

通
ル
l
ル
を
守
り
、
譲
り
合
い
の
気

持
ち
で
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
、
っ
。

量
点
目
標

。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

。
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進

。
シ
l
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

安全運動

違
法
駐
車
の
追
放

違
法
駐
車
は
、
道
路
を
狭
め
て
円

滑
な
交
通
の
流
れ
や
緊
急
車
両
の
通

行
を
妨
げ
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
道
路

を
横
断
す
る
時
に
は
、
死
角
に
な
る

こ
と
か
ら
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
I
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
違
法
駐

車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
交
通
安
全
大
会

日
時
・
場
所

9
月
お
日
開
午
前
日

時
か
ら
日
時
加
分
(
雨
天
実
施
)
、

我
孫
子
自
動
車
教
習
所
(
高
野
山
)

内
容

実
行
や
自
転
車
運
転
時
の
注

意
点
な
ど
を
教
習
所
の
コ

l
ス
を
利

用
し
て
学
ぶ
参
加
型
求
通
安
全
教
室

参
加
費
無
料

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
市
役
所
求
通
整
備
課
・
内
線
3

3
0
、
我
孫
子
警
察
署
宮
7
1
8
2

.
0
1
1
0
 

新
米
の
試
食
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も

H

あ
び
ζ
産
H

「新
米
フ
ェ
ア
」
に
は
、
あ
ぴ
こ
エ

コ
農
産
物
の
認
証
を
受
け
た

「
新

米
」
が
登
場
し
ま
す
。
当
日
は
、
新

米
の
試
食
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。ま

た
、
「
あ
ぴ
こ
エ
コ
農
産
物
」

の
定
期
即
売
会
は
、
毎
月
第
2
・
第

4
日
曜
日
に
ア
ピ
ス
タ
前
広
場
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

日
時

9
月
お
日
側
午
前
9
時
か
ら

午
後
0
時
却
分
ご
ろ
ま
で
(
売
り
切

れ
次
第
終
了
)

場
所
ア
ピ
ス
タ
前
広
場
(
小
雨
実

施
)

間
売
品
目

お
米
、
句
の
野
菜
各
種
、

卵
、
切
花
、
漬
物
な
ど

イ
ベ
ン
ト
ホ
新
米
試
食
会
:
・お
米

農
家
4
軒
が
提
供
す
る
新
米
の
食
べ

比
べ
。

申?お
楽
し
み
抽
選
会
:
・7
0

0
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
ま
た
は

あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推
進
協
議

会
に
入
会
さ
れ
た
方
は
、
新
米
5
」喝

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加
で
き

ま
す
。

主
催
あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推

進
協
議
会

圃
あ
ぴ
こ
型
「
地
産
地
消
」
推
進

協
議
会
宮
7
1
2
8
・
7
7
7
0

(
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
)

室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

第
2
回
演
奏
会

我
孫
子
に
誕
生
し
、
大
好
評
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
室
内
合
奏
団

ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア
の
第
2
回
演
奏
会

で
す
。
今
回
は
、
我
孫
子
市
民
文
化

祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
行
事
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

日

時

叩
月
日
日
鯛
午
後
1
時
却
分

開
場
、
午
後
2
時
間
演

場
所
市
民
会
館

出
演

湯
川
和
雄
さ
ん
(
フ
ル
ー

ト
)
、
加
藤
え
り
な
さ
ん
、
佐
々
木

絵
理
子
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ
ン
)
、
中

山
良
夫
さ
ん
、
安
藤
裕
子
さ
ん
(
ピ

オ
ラ
)
、
松
本
ゆ
り
子
さ
ん
(
チ
ェ

ロ
)
、
田
中
洪
至
さ
ん
(
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
)
、
田
村
仁
良
さ
ん
(
テ
オ
ル

ボ
)
、
平
野
智
美
さ
ん
(
チ
ェ
ン
バ

ロ
)「震わいまちづくりJをテーマ|こ

まちづくり

標語を募集

ま
ち
の
「
顔
」
で
あ
る
中
心
市
街

地
を
元
気
に
す
る
た
め
の
「
合
い
言

葉
」
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、

「
賑
わ
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。
ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

部
門
一

般
の
部
、
児
童
・
生
徒
の

部
(
中
学
生
以
下
)

表

彰

来
年
6
月
に
予
定
。
特
選
:
・

各
部
門
1
点
、
準
特
選
:・
各
部
門
1

点
、
入
選
:・
各
部
門
若
干
(
そ
れ
ぞ

曲
目

カ
ノ
ン
と
ジ
l
グ
ニ
長
調

(
パ
ツ
ヘ
ル
ベ
ル
)
、
フ
ル
ー
ト
・

ソ
ナ
タ
ト
短
調

(
J
-
S
バ
ッ
ハ
)
、

フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
第
4
番
ト
長
調

(
ピ
パ
ル
デ
イ
)
、
弦
楽
五
重
奏
曲

ト
短
調
(
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
)
ほ
か

入
場
券
前
売
り
;
一
般
3
5
0
0

円
、
小
・
中
・
高
生
1
0
0
0
円、

友
の
会
会
員
3
0
0
0
円
、
当
日
:・

一
般
4
0
0
0
円
、
小
・
中
・
高
生

1
0
0
0
円
(
全
席
自
由
)

※
入
場
券
の
発
売
場
所
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

主
催
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ

ア
友
の
会
、
我
孫
子
市
教
育
委
員
会

圃
室
内
合
奏
団
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ア

友
の
会
・
山
中
宮
7
1
8
7
・
0
9

6
0
 

れ
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
)

※
1
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

ハ
ガ
キ
1
枚
に
つ
き
作
品
は
1
点
に

限
り
ま
す
。

※
児
童
・
生
徒
の
部
は
、
学
校
で
同

形
状
の
用
紙
を
使
用
し
、
ま
と
め
て

応
募
も
可
能
で
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
応
募
者

に
帰
属
し
ま
す
が
、
主
催
者
は
受
賞

作
品
を
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。

※
応
募
チ
ラ
シ
は
、
市
役
所
都
市
計

画
課
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法
・
圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
(
学
校
名
・
学
年
)
、
応
募
部

門
と
作
品
(
未
発
表
の
も
の
)
を
明

記
し
、
ロ
月
旦
日
消
印
有
効
で
一
T
1

0
2
1
0
0
9
4
千
代
田
区
紀
尾
井

町
3
の
辺
倒
都
市
計
画
協
会
内
ま
ち

づ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
標
語
募
集

係
官

ω
・
3
2
6
2
・
3
4
9
1
へ

規制日時 10月1日出午前9時から午後4時

(雨天の場合は2日に延期)
規制場所我頚子駅北口周辺(下図参照)

主催・固 フリーバザール実行委員会(商工会

内)c7182・3131

あびこショッピングプラザ
+円 |イベン卜会場

(ふれあい広場)

卸加tt<週
第2回湖北台サンバ

日時 9月18日間午後2時から(正午まで雨天

の場合は中止)
場所湖北駅南口

※第24固グランド歩行者天国セールも同時開催。

固湖北台南口商庖会a7188・2808

'戸戸-1

相島芸術文化村10周年記念事業
日時 10月1日目から11月30日制
場所相島芸術文化村(相島新田1番地)
内容下表参照

日 程 行 事

10月1日出 湖~ rモノドラマJ公演
10月1日出-31日開 相島10周年美術工芸展(野外展示)
10月3日開-10日脚 相島10周年美術工芸展(枕展、工芸展)
10月2日(同-7日幽 倉パネル展

10月8日出-13日同 OT 0 (織・陶・音・食)展
10月15日出・16日(同 東葛映画祭(我孫子市会場)

10月22日出・23日(同 相島の秋まつり、秋のクラフ卜バザール

10月29日出
朗読劇「父と暮せばJ(井上ひさし原作)
干拓の歴史と布佐8貝合せ

10月30日(同 永井由里バイオリンコンサー卜

11月18日幽-23日脚 相島工房陶芸教室作品展

固相島芸術文化村c7189・2864

ζ剃踊ceeぃ 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 
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て
き
定
豊
か
な

稲地に国
がに)(か 1-
育葦」とつ I ~
つ が と よ て Ir句
豊た 呼 あ 日 I._'
かくぱし本 I~ 
なされはは ダ
国 ん て ら 、 ト
と生いのー「 f.
いえまみ豊 IJ
うるしず葦 ~ 
意よたほ原 刀晴

零24?慧 く

が作水林す 2
つにがか ' 
く適集ら山 ー・
らしま流が重量
れ て る れ 多 .... ‘ 

企40年前日本のコウノトリは人里にすむ身近怠蝿だっ定 、い平出(， 7J' 
固ま野る日 歩p

はとなリ大しウ辺庫ら しを地水い然本す部ミ本 'ー
なし湿の陸て ノ に 県 い 今 た 巣 に 固ま環を。のネ列 巨ヨ
くて地よのい トはの前か。た替はす境代そ湿ラ島 E宮
、いをうコまリ野豊まら(しわ自。と表こ地ルで 軍曹

人 たすにウしが生岡で 40下 て る 然長なすには畳は ""
星の み 広 ノ た生の市、年図き役の い つ る 水 、 富
近でか大ト。息コ周兵く)ま割湿問て自田稲な山 企北新固に舞い降りだコウノトリ (04年12月25日)

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
昨
年
我
孫
子
市
の

北
新
田
に
舞
い
降
り
、
そ
の
後
約
3

カ
月
間
滞
在
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
明
治
初
頭
ま
で
、

我
孫
子
周
辺
で
も
く
ら
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
採
集
さ
れ
た
、
雌
雄
の

標
本
が
側
山
階
鳥
類
研
究
所
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
北

新
田
は
、
利
根
川
沿
い
に
広
が
る
水

田
地
帯
で
す
。
大
雨
の
と
き
に
は
、

河
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
を
一
時
的
に

集
め
、
少
し
ず
つ
下
流
へ
流
す
遊
水

池
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
は
水
田
と
し
て
耕
作
さ
れ
る
以
前

は
、
い
く
つ
か
の
沼
が
あ
る
湿
地
で

し
た
。

く
に
す
み
、
水
田
を
餌
場
と
す
る
、

人
に
身
近
な
烏
で
し
た
。

我
孫
子
に
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
、
北
新
田
の
広
い
水
田
を
選
ぴ
、

舞
い
降
り
た
の
も
不
思
議
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

-mの
博
物
館
か
ら
の
お
願
い

5
田
ん
ぼ
で
生
き
物
を

観
察
す
る
と
き
は

i

田
ん
ぽ
は
、
農
家
の
方
が
手

入
れ
し
、
大
切
に
守
っ
て
い
る

お
米
づ
く
り
の
場
で
す
。
田
ん

ぼ
で
生
き
物
を
観
察
す
る
と
き

は
、
農
作
業
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
h

つ。

品
ぜ

ま
た
、
畦
に
入
っ
た
り
崩
し
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
、
っ
。
農
作
業
し
て
い
る

農
家
の
方
に
は
、
き
ち
ん
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
ょ
う
。

共同生活で楽しく爽縮
自

※10月15日凶午後1時30分から湖北地
区公民館で参加者と保護者の合同説明会

を開催します。

申し込みハガキに「手賀の丘ふれあい

宿泊通学J、学校名、参加児童の住所、
氏名、電話番号、性別、保護者の氏名を

明記し、 9月28日必着で〒270・1166我
孫子1684教育委員会社会教育謀ヘ
主催 我諌子市教育委員会、手賀の丘少

年自然の家

国教育委員会社会教育諜tt7185・1604

EilCJBt手賀の丘ふれあい宿泊通学

宿泊通学では、放諜後、手賀の丘少年

自然の家までパスで移動し、他の学校の

友達と一緒に共同生活をし、ナイトウオ

ークや、軽スポーツも楽しみます。身の

回りのことも自分で行います。

日時 10月25日閃の夕方から10月27日
開の朝
対象・定員湖北小、湖北台西小、湖北

台東小、新木小、布佐小、布佐南小の4
年生、 32人(応募者多数時は抽選)
参加費 2500円(朝夕食代、シーツ代ほか)

レッシュJ…フリートーク。

講師粛藤哲珊さんり11村学園女子大学

教授)

対象・定員幼児・小学生の保護者、 30
人(応募者多数の場合抽選)

※託児あり (2歳以上)。

申し込み・圃ハガキまたはファクスで

講座名、住所、氏名、電話番号、お子さ

んの学年(年齢)を明記し、 9月25日必
着で〒270・1147若訟26の4我弼子地区
公民館開7165・6088tt7182-0511ヘ

「み九なでワイワイ』
白子育てむミ十一

日時・燭所 ①10月6目、①10月13日、
③10月27日いずれも材産自の午前9時30
分から11時30分、アビスタ(参加無料)
テーマ・内容 ①「最新・子ども事情J
…最新調査結果をもとに、親子間のjレー

jレザ叡考える② 「基本は家庭~子ど

もの自立と社会性を育てるために"'J…
親は子どもに何を教えったえればいいか、

あなたは学力重視それとも生活力重視?

③「子どものこと、 自分のこと、家族の

こと、，i)の内をつイワイしゃべってリフ

市役所の電話番号宮7185-1111 市役所のホームページアドレスhttp://www.city.abiko.chiba.jp臼 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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iま然自のiま
-ー-

ん固
e てしとかみす

集特

田
ん
ぼ
は
、
お
い
し
い
お
米
が
た

く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
一
年
中
農
家

の
方
た
ち
が
手
入
れ
し
、
大
切
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
湿
地

と
し
て
の
は
た
ら
き
が
維
持
さ
れ
、

こ
れ
に
適
応
し
た
生
き
物
た
ち
が
す

ん
で
い
ま
す
。
田
ん
ぽ
は
、
農
家
の

方
が
と
り
も
っ
、
人
と
生
き
物
と
の

出
会
い
の
場
で
す
。

四
季
折
々
変
化
す
る
田
ん
ぼ
の
自

然
と
、
そ
こ
に
く
ら
す
生
き
物
た
ち

を
な
が
め
て
見
ま
し
ょ
う
。

主
零田

植
え
前
に
、
田
ん
ぽ
に
水
が
張

ら
れ
広
大
な
水
面
が
出
現
し
ま
す
。

ム
ナ
グ
ロ
な
ど
、
北
方
の
ツ
ン
ド
ラ

を
目
指
し
て
南
の
越
冬
地
を
旅
立
っ

た
烏
た
ち
が
立
ち
寄
り
、
長
旅
の
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
ま
す
。

申
夏脅

々
と
の
び
た
イ
ネ
の
葉
の
上
を

か
す
め
る
よ
う
に
ツ
バ
メ
が
飛
び
交

い
ま
す
。

田
ん
ぽ
に
集
ま
る
見
虫
を
ツ
バ
メ

は
飛
び
な
が
ら
、
大
き
な
口
を
開
け

て
上
手
に
と
ら
え
ま
す
。

*
秋

団竺2

企田んぼ巴集まつだムナグロ

圃 111••••••••• 

11 守
稲
刈
り
の
始
ま
っ
た
田
ん
ぼ
は
、

赤
ト
ン
ボ
の
群
れ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

子
育
て
を
終
え
た
チ
ユ
ウ
サ
ギ
や
ア

マ
サ
ギ
の
群
れ
も
集
ま
り
ま
す
。
コ

ン
バ
イ
ン
の
後
を
追
い
、
飛
び
出
す

バ
ッ
タ
を
食
べ
る
ア
マ
サ
ギ
の
姿
も

見
か
け
ま
す
。

事
冬

企田んぼの水面Eくを飛δνパメ

門口内正口
同

体
L
T

aa守2
A
 

a川
将
M

内
ノ司

4

手
Jn

J
 

「」
円
L

回出
臨
刺

A
.
 

カ
モ
類
や
タ
ゲ
リ
や
夕
、
ン
ギ
な
ど

冬
烏
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を

ね
ら
っ
て
ハ
ヤ
ブ
サ
、
オ
オ
タ
カ
な

払
与
さ
ん
る
い

ど
猛
禽
類
も
姿
を
現
し
ま
す
。
時
に

は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
も
や
っ
て
来
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
約
1
2
0

年
ぶ
り
に
我
孫
子
に
舞
い
降
り
ま
し

た。

..7マサギとチユウサギの群れ

湿
地
に
は
水
鳥
の
餌
と
な
る
生
き

物
が
た
く
さ
ん
す
ん
で
い
ま
す
。

も
し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
水

の
た
ま
っ
た
田
ん
ぼ
が
増
え
れ
ば
、

き
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
水
鳥
が
や
っ

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
環
境
が
各
地
に
広
が
り
、

湿
地
の
機
能
を
持
つ
田
ん
ぼ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
れ
ば
、
ガ
ン
や
ハ

ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
、
そ
し
て

ト
キ
が
飛
来
す
る
の
も
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

冬
、
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
と
、
渡

来
し
た
水
鳥
は
水
中
に
裁
を
残
し
、

こ
れ
が
水
中
で
ほ
ど
よ
く
分
解
さ
れ

田
ん
ぽ
の
肥
料
と
な
り
、
翌
年
の
お

米
の
収
穫
に
思
返
し
し
て
く
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

協
力
者
イ
ラ
ス
ト
:
・
森
元
夏

木
さ
ん
(
烏
博
友
の
会
)
写

真
:
・岡
本
信
夫
さ
ん
(
同
会
)
、

中
野
久
夫
さ
ん
(
同
会
)
、
高

井
信
雄
さ
ん
(
盛
岡
市
)
、
道

仲
麗
子
さ
ん
(
岡
市
)

我
孫
子
市
の
農
地
の
百
%
は
田
ん

ぽ
で
す
。

市
で
は
、
田
ん
ぼ
の
多
面
的
な
機

能
を
悟
か
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

高
野
山
新
田
で
は
、
体
験
水
固
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
農
業
に
親
し

む
場
を
提
快
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
ん
ぽ
に
レ
ン
ゲ
を
栽

培
し
て
花
を
楽
し
ん
だ
後
、
そ
れ
を

「緑
肥
」
に
し
て
。
レ
ン
ゲ
米
。
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
賀
、得
ヒ
オ
ト
I
プ
で
は
、
水
生

植
物
が
も
っ
浄
化
能
力
を
利
用
し
て

手
賀
沼
の
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま

す
が
、

ω年
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
に
よ
る
米
づ
く
り
も
行
っ
て
い

ま
す
。

水
田
や
湿
地
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
き
物
を
育
む
水
辺
が
多
く
残
る
開

発
戸
・
都
部
の
谷
津
で
は
、
谷
津
全

体
を
保
全
・
再
生
す
る
谷
津
ミ
ュ

l

保
全
• 

ジ
ア
ム
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

谷
津
の
田
ん
ぽ
を
将
来
に
わ
た
っ

て
維
持
で
き
る
よ
う
、
稲
を
栽
培
し

た
場
合
に
、

l
dあ
た
り
却
円
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
稲
の
栽
培
が

で
き
な
い
と
き
に
は
、
草
を
刈
る
な

ど
の
手
入
れ
を
し
田
ん
ぼ
に
水
を
張

っ
た
場
合
に
、
耕
作
し
た
分
の
2
分

の
l
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
谷
津
の
自
扶
…
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
谷
津
の
自
然
を
守
る
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設

し
た

「谷
津
学
校
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
鼻
道
の

草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
か
ら
休
耕
田
を
復
回

し
て
、
稲
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的

農
業
を
農
業
者
か
ら
学
び
、
体
験
す

る

「田
ん
ぼ
広
場
」
を
整
備
し
、
市

民
の
手
に
よ
る
休
耕
田
の
復
田
を
め

ざ
し
ま
す
。

学
習
を
充
実

烏
の
博
物
館
で
は
、
今
後
も
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
と
連
携
し
、
我
孫
子

市
の
自
然
環
境
に
関
心
を
深
め
、
理

解
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
「
鳥

鳥
の
博
物
館
の
催
し

。
企
画
展
「
あ
び
こ
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
や
っ
て
き
た
!
」

9
月
四

日
側
ま
で
開
催
中
。

。
自
然
観
察
会
「
あ
び
こ
自
然
観

察
隊
」
(
開
催
予
宰

m月
1
日
出
「
秋
の
虫
と
あ

そ
ぼ
う
」

(1
面
参
照
)
、
侃
年

の
博
物
館
の
催
し
」
参
照
)
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

鳥
の
博
物
館

E
7
1
8
5
・2
2
1
2

2
月
四
日
側

「来
た
来
た
冬
烏
く

ん
」
、
侃
年
3
月
幻
日
嗣

「谷
津

田
の
春
を
さ
が
そ
う
」

※
詳
し
く
は
、
広
報
で
。

。
定
例
手
賀
沼
探
鳥
会
「
て
が
た

ん
」
毎
月
第
2
土
曜
日
、
烏
の

博
物
館
玄
関
前
集
合
。
午
前
日
時

か
ら
正
午
。
参
加
無
料
。
予
約
不

要。

鼠をモチーフ!とした
事作り~晶を事第

ジャパンバードフェスティパjレ実行委員会

では、鳥をモチーフにした小物、アクセサリ

ーなどの作品を募集します。ジャンルは聞い

ません。
作品は、あなたに代ってキッズネスト(実

行委員会の参加団体)カ寝示・ . ....邑
販売します。 ょ.. 
販売日 11月5日凶 .6日旧1) _ .  

燭所アビス夕 、.~-
、¥.. JBF 

販売方法委託販売(価格は相談D '-ご~ I

申し込み・固 電話で9月30日樹までにキッズ
ネスト事務局・牛尾ft7188・7909

び~

S近なとり@
おイ秒プ切

• か
つ
て
、
我
孫
子
市
の
烏
を
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
オ
オ
パ
ン
に
次

い
で
応
募
件
数
の
多
か
っ
た
の
が

カ
イ
ツ
ブ
リ
で
す
。
モ
グ
リ
、
ム

グ
ッ
チ
ョ
、
モ
グ
リ
ッ
チ
ョ

l
i
、

地
元
で
の
呼
ぴ
名
も
さ
ま
ざ
ま
で

写
真
吉
田
随
行
さ
ん
(
白
川
の
皿
博
物
館

友
の
会
)

斉
藤
安
行
(
烏
の
国
博
物
館
)

文

す。
体
の
後
方
に
つ
い
た
あ
し
、
指

一
本
一
本
に
つ
く
木
の
葉
の
よ
う

な
水
か
き
、
取
.
斡
な
あ
し
の
断
面
、

す
べ
て
水
中
生
活
へ
の
適
応
で
す
。

「平
泳
ぎ
」
の
あ
し
使
い
で
水
中

を
自
在
に
動
き
回
り
、
小
魚
や
エ

ピ
類
を
捕
ら
え
て
食
べ
ま
す
。

「鳩
(
に
お
)
の
浮
巣
」
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
、
水
面
に
水
草
を

積
み
重
ね
た
浮
き
巣
を
つ
く
り
ま

す
。
こ
の
中
に
4
個
か
ら
6
個
の

白
色
の
卵
を
産
み
、
初
日
か
ら
お

日
あ
た
た
め
ま
す
。
巣
を
離
れ
る

時
に
は
水
草
で
卵
を
覆
い
隠
し
、

安
全
対
策
も
万
全
で
す
。
ヒ
ナ
は
、

約
2
カ
月
間
親
か
ら
餌
を
も
ら
い

一
緒
に
く
ら
し
ま
す
。
こ
の
時
期
、

ヒ
ナ
を
背
中
に
乗
せ
て
泳
ぐ
親
鳥

の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
手
賀
沼

の
ヨ
シ
原
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

響
き
渡
る

「キ
リ
キ
リ
キ
リ
キ
リ

:
・
」
と
い
う
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
声
は
、

餌
の
小
魚
が
た
く
さ
ん
い
て
、
巣

を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
安
全
な

ヨ
シ
原
が
広
が
っ
て
い
る
証
で
す
。

我
孫
子
に
と
っ
て
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
、

「手
賀
沼
」
の
自
然
の
健
全
さ
を

示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
一
つ
で
す
。

ζ剰踊《記とい 災害専用電話(台風や大雨で災害が発生したとき)ft 7185-1743 防災行政無線放送テレホンサービス(放送内容を確認したいとき)ft 0120-031676 



2005.9.16 (6) 

。語
部
包〉
@ 

企?

母

略黒
しはタ
て 市 イ
L、σ〉ト
ま後 Jレ
す援が
。、色

補 付
助き
団の
体も
のの
記 q
モ市
す笠。rc;t.
- /.、.4包 A

i貢庁
白書
は理

理委
;正受

三三
省 、

で
か
け
て
み
ま
世
ん
か

第
9
回
あ
ら
き
園
祭

日
9
月
お
日
冊
目
時
1
日
時
加
分

(
雨
天
実
施
)
所
あ
ら
き
圏

内

吹
奏
楽
演
奏
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

活
動
内
容
紹
介
、
市
内
福
祉
施
設
の

出
庖
、
喫
茶
庖
費
入
場
無
料
圃

あ
ら
き
園
宮
7
1
8
8
・
4
1
8
8

第
初
回
即
売
バ
ザ
l

.. -
日
9
月
M
日
回
目
時
i
U時
(
雨
天

実
施
、
物
品
が
売
り
切
れ
た
場
合
は

臨
時
間
庖
)
所
市
民
会
館

内
市

の
福
祉
推
進
を
目
的
と
し
た
パ
ザ
I

咽
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
4
・

1
5
3
9
 

" 怠

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧
&

き
な
り
ね
演
奏
会

回
目
月
日
日
嗣
凶
時
開
演
所
ア
ミ

ユ
ゼ
柏

内
詩
と
歌
に
よ
る
シ
ア
タ

あ

晶

あ

お

I
ピ
I
ス

「脅
、
蒼
、
碧
の
海
」、

む
se
わ
ら

麦
藁
帽
子
(
三
善
晃
)
、
グ
レ
ゴ

リ
オ
聖
歌
ほ
か

出
片
山
み
ゆ
き
さ

ん
(
指
揮
)
、
中
館
彩
子
さ
ん
(
ピ

ア
ノ
)
、
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
碧
&

き
な
り
ね
費
9
9
9
円
、
高
校
生

以
下
5
0
0
円
(
全
席
自
由
)
チ

ケ
ッ
ト
販
売
・
圃
大
内
宮
7
1
3
4

・
4
7
2
0

森
の
お
ん
が
く
会

第 1149号

日
目
月
1
日
回
目
時
却
分
開
演
所

手
賀
の
丘
公
園
ど
ん
ぐ
り
の
家

内

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「ザ
・
サ
ウ
ン
ド
・

オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
よ
り
ド
レ

日
・
:
日
時

所
・
:
場
所

出

出
席
者

出

雲見 中 3手守票E壁不守可ど寧季号 包 墾手員集主蚕義主主審売需昆
対 月 社 提; 5 1 し l 学歳 16 で第月 瑳 7 若 24 、「 食のる持 故民月

1 体年 忌 8 8 、ル 申 生くミ 内 の-24 ひ 1 松 田 氏 1付場方ち 対 陣隼 5
対 日 験の E95整 玄 ー 未 ら リ ゲ ご 小日 の 8 26必名目き合優の市時育日
象 国謹子 件 -豆隼恩満いフ I 来学出 遺 2 の 着 、 マ ) は き 方 内 の 館 側

間 JL ヨ E 1悉 所 需 の i イム場校 13遊 人 . 4 で電イ 抽 (在対 10 

富誌需考 会?8芸員票吉事土手空襲守主肇 2禁Z事??き-2等号官ヤ
分 湖く Y ル 4 社名フ保生の芝遠交 15お に 1 子 7 号点圃 人 初 運 ど 動 15

4斐り giザ護士 Z警三毒T字義時三 1 豊?高叢律案応寺覧2ま誌
ιω1育師ス同いほナだ室所 . 公 1 記室ハ料募受許科仕分

30 ・'0 ~ 8 謀を、 か遊さ 我 E J 民 1 し 」 ガ 者講証と組

ミ
の
歌
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ほ
か
、

日
本
の
持
情
歌
(
腕
月
夜
、
皐
の
秋

ほ
か
)
、
宗
教
曲
(
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ

ア
、
ラ
ジ
I
ヌ
雅
歌
ほ
か
)

出
伊

藤
怒
さ
ん
(
指
揮
)
、
女
声
合
唱

団
ラ
・
メ
l
ル
費
無
料
(
全
席
自

由
)
申
・
圃
電
話
で
9
月
初
固
ま

で
に
中
川
宮
7
1
8
9
・
0
5
2
7

東
葛
映
画
祭

日
目
月
日
日
出
・
日
日
冊
目
時
開
演

所
布
佐
相
島
芸
術
文
化
村
内
6
本

の
映
画
を
上
映
。
他
に
東
葛
4
市
8

会
場
で
初
本
の
映
画
を
上
映
。
費

各
会
場
共
通
チ
ケ
ッ
ト
2
0
0
0
円

(
一
部
無
料
)

申
・
圃
あ
ぴ
こ
映

画
俳
勲
一
脚
色
0
8
0
・
3
1
5
4
・

0
7
6
9
 

「
母
の
い
る
場
所
」
上
映
会

目
印
月
6
日
同
①
叩
時
却
分
②
U
時

加
分
③
時
時
却
分
所
ア
ミ
ュ
ゼ
相

内
介
護
す
る
者
さ
れ
る
者
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
立
と
は
何
か
、
介
護
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
、
ふ
さ
わ
し
い
最
後

の
居
場
所
は
ど
こ
な
の
か
i
。
原
作

者
・
久
田
恵
さ
ん
の
実
体
験
に
よ
る

老
人
ホ
1
ム
の
お
話
で
す
。
監
督
:
・

横
坪
か
砂
止
さ
ん
費
9
9
9
円

申
・
圃
電
話
で
千
葉
県
高
齢
者
生
活

協
同
組
合
宮
7
1
4
8
・
7
6
7
7

-
g
一
周
し
て
み
ま
世
ん
か

。

ミ
ッ
フ
ィ
I
タ
イ
ム
土
曜
版

日
目
月
8
日
回
目
時

s
m時
却
分

所
ア
ピ
ス
タ
内
赤
ち
ゃ
ん
向
け
の

内
・・・内容

種
・・・種目

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び

対

2
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
興
味

の
あ
る
方
、
日
組
(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
回
数
を
増
や
し
ま
す
)

※
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
に
は
託
児

(
叩
人
ま
で
)
あ
り
。

申
・
圃
電
話
で
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
・

年
齢
、
大
人
の
方
の
み
参
加
の
場
合

は
代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

人
数
、
託
児
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
市
民
図
書
館
宮
7
1
8
4

.
1
1
1
0
 

回
1
日
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

費
・
・
・
費
用

分

(
9時
日
分
受
け
付
け
)
所
湖

北
台
中
央
公
園
(
雨
天
の
場
合
は
保

健
セ
ン
タ
ー
)
内
初
心
者
限
定
テ

ニ
ス
教
室
、
健
康
体
操
、
ウ
オ
I
キ

ン
グ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
う
ん
ど
う
遊

園
を
使
っ
た
運
動
ほ
か
対

ωiω

歳
代
の
方
中
心
、
先
磐
田
人

服
装

運
動
し
や
す
い
服
・
靴

持
帽
子
、

飲
み
物

申
・
主
・
圃
電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
宮
7
1
8
5
・
1
1
2
6

※
寧
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

0

3
第
羽
田

E
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
探
る

日
9
月
お
日
冊
目
時
初
分

i

所
市

民
会
館

内
や
す
ら
か
な
総
の
す
み

か
i
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
l
ム
の

現
状
と
選
択
i
①
基
調
講
演

「有
料

老
人
ホ
l
ム
の
動
向
と
課
題
」
・

講

師
:
・
浅
川
澄
一
さ
ん
(
日
本
経
済
新

聞
編
集
委
員
)
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「介
護
付
き
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
現
状
と
賢
い
選
択
」
③
交
流

会
(
日
即
時
却
分
i
U
時
加
分
)
費

無
料
(
た
だ
し
究
流
会
は
会
費
5
0

0
円
)
圃
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を

探
る
会
・
遠
藤
宮
7
1
8
2
・
0
3

8
7
 

簿
記
講
座

日
目
月
6
日

sm∞
年
2
月

9
日
の
岡

山
時
mw
分
i
u時
却
分
(
全
日
回
)

所
中
央
学
院
大
学
内
簿
記
初
歩
1

3
級
検
定
試
験
合
格
程
度
対
市
内

の
中
小
企
業
経
営
者
と
従
業
員
、
先

着

却

人

費

2
5
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
商
工
観
光
課
・
内
線
5
0
4

①
ホ
I
ム
ヘ
ル
パ

1
2
級
講
習
会

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日
①
日
月
日
日
出
j
(
お
日
間
・

1

3
6
時
間
)
②
叩
月
日
日
出
1
(
ロ

日
間
・

η時
間
)

対
県
内
(
千
葉

市
・
船
橋
市
を
除
く
)
在
住
の
母
子

家
庭
の
母
、
寡
婦
の
方

申
・
圃
受

講
申
込
書
(
保
育
課
に
用
意
)
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、

9
月
沼
田
必

着
で
一
T
2
6
0
1
0
8
5
6千
葉
市

持
・
:
持
参

※ 2 母中
詳 2 子央
し 5 寡区
い・婦亥
日 9 福 鼻
程 1 祉 2
表 7 連の
凶: 7 壬l'10 
保 会 の
育 宮 9
言果 O 側7
に 4 千
用 3 葉
考 ・県

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
目
月
日
日
制
8
時
ぬ
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
男
女
シ
ン
グ
ル

ス
、
男
女
ダ
ブ
ル
ス

(
1
部・

2
部)、

混
合
ダ
ブ
ル
ス

(
1
部
・

2
部
)

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

男
女
ダ
ブ
ル
ス
2
部
は
初
心
者
と

ω

歳
以
上
男
子
・
家
庭
婦
人
費
1
人

1
種
目
5
0
0
円
(
中
学
生
は
2
0

0
円
)
申
・
圃
ハ
ガ
キ
で
種
目
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
(
ダ
ブ
ル
ス
は

2
人
分
)
を
明

記
し
、
日
月
6
日
必
着
で
一
T
2
7
O

I
l
-
-
4
新
木
野
4
の
M
の
幻
川

喜
田
靖
彦
君
7
1
8
8
・
9
2
7
4

家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

日
日
月
8
日
ω
8
時
加
分
受
け
付
け

所
市
民
体
育
館
種
ダ
ブ
ル
ス

A
-

B
ラ
ン
ク

対
市
内
在
住
の
家
庭
婦

人

費

1
人
1
0
0
0
円

申

・

圃

ハ
ガ
キ
で
2
人
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
ラ
ン
ク
を
明
記
し
、

9
月

初
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
4
3

天
王
台
5
の
2
の
1
の
4
1
1
鴨
木

真
澄
宮
7
1
8
3
・
4
4
1
7

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

回
目
月
日
日
嗣
9
時
開
始
所
市
民

体
育
館
種
一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
男

子
(
必
歳
以
上
・

ω歳
以
上
)
、
シ

ニ
ア
女
子
(
必
歳
以
上
)
〈
参
加
人

数
に
よ
り
種
目
変
更
あ
り
)

対
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以

上

の

方

費

1
チ
I
ム
1
0
0
0
円

(
高
校
生
5
0
0
円
)

申
・
圃
ハ

ガ
キ
で
種
目
、

2
人
の
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日

月
1
日
必
着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
5

1
本
町
3
の
4
の
8
鈴
木
等
宮
7
1

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

6
9
・
2
0
1
1

※
叩
月
2
日
冊
は
「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
日
」
で
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
!
初

心
者
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

9
時
よ

り
市
民
体
育
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

「
我
孫
子
市
史
(
近
世
篇
)

を
読
む
講
座
②
5
④

日
②
9
月
お
日
制
③
日
月
幻
日
側
④

1
月
勾
日
伺
い
ず
れ
も
日
時
i
U
時

却
分
(
全
日
回
)
所
ア
ピ
ス
タ

内
⑦
新
田
開
発
③
領
主
支
配
と
農
村

社
会
④
治
水
と
災
害
・
飢
館
ほ
か

対
各
回
先
着
川
崎
入
費
無
料
持

「我
孫
子
市
史
近
世
篇
」

圃
清
水
宮

7
1
8
9
・
3
1
6
9

史
跡
文
学
散
歩

日
9
月
お
日
側
9
時
叩
分
湖
北
駅
改

札
口
集
合
(
小
雨
実
施
)
内
法
岩

院
、
波
除
不
動
尊
、
芝
原
城
跡
、
古

利
根
、
小
堀
河
岸
費
5
0
0
円
(
資

料
代
含
む
)

申
・
圃
電
話
で
9
月

辺
固
ま
で
に
財
前
官
7
1
8
8
・
3

4
8
8
 

第
4
回
船
上
う
た
ご
え
交
流
会

日
9
月
幻
日
制
げ
時

i

所
小
池
ボ

ー
ト

対
先
着
必
入
費
4
0
0
0

円
(
軽
食
・
飲
み
物
・
歌
集
付
き
)

申
・
圃
電
話
で
我
孫
子
お
か
み
さ
ん

会
・

寺
尾
宮
7
1
8
2
・
8
7
6
6

第

2
回
ザ
フ
ト
公
開
講
座

日
日
月
2
日
倒
凶
時
開
漬
所
ア
ピ

I
ホ
I
ル

内
基
調
講
演
:
4
つ
つ
を

知
る

「患
者
と
家
族
の
た
め
の
基
礎

知
識
」・
講
師
:・
肥
田
裕
久
さ
ん
(
精

神
科
医
)
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
パ
ネ
リ
ス
ト
:・
福
嶋
浩
彦
市

長
、
厚
生
労
働
省
精
神
保
健
福
祉
課

職
員
、
肥
田
裕
久
さ
ん
、
山
田
純
生

さ
ん
(
精
神
科
医
)
、
永
桶
静
佳
さ

ん
(
座
長
)
費
5
0
0
円
(
資
料
代
)

圃
ザ
フ
ト
事
務
局
宮
0
8
0
・
3
1

2
3
・
9
6
4
4

主
・
:
主
催
・
共
催

圃
・
:
問
い
合
わ
せ

受講生募集中!...eびこPCカレッジ
市民プラザでは、初心者の方を対象としたパソコン教室を閑語しています。
パソコン学習のはじめの一歩として、お気軽にご参加ください。

..... 
邸 側一デニング教室、宮

、.臥 ， 
く講座料金表>

イギリス生まれの耐寒性の強い、おしゃれな色合いの新種クローバー2種と、新種のかわ
いらしいパンジー(イチゴショート)、しだれ咲きビオラをコーディネー卜してみました。
温かみのあるオフホワイトのテラコッタの鉢からは、軟から春にかけて、かわいらしい花

がこぼれるように咲き続けるでしょう。 講座名 単元 受講料 対象 情考

パソコン入門 3単π 3印O円 パソコンに初めて触れる方 再受講券1四分付き

ワード2∞3 5単π 8∞0円 文字入力できる方 再受講券1四分付き

エクセル20ω 5単π 8∞0円 文字入力できる方 再受講券1四分付き

インターネット 4単π 5印O円 文字入力できる方

文字入力ができ、ウィン
デジタルカメラの持

デジタルカメラ 3単元 3印O円 ドウズの初歩的な操作の
できる方

ち込みはできません

※受講料lまテキスト代、通信代を含みます。 1単元90分になります。

市民プラザ休館日(第2・3木曜日)を除く毎日 10時""19時簡時受け付け中 1

固市民プラザ宮7183-2111

望まで)、師、館、年齢、電話番号、

返信用あて先(様としてください)を明
記し、 9月26日必着で〒270・1192市役

所公園縁地諜(住所省略司)ヘ
回 公園緑地諜・ 内線544

生
10月27日開

9時30分-11時

10月27日開 |湖北地区公民館
13時30分-15時

アビスタ① 

日時・場所表参照
講師 フラワーコーディネーター

定員 24人(アビスタ)、 20人(湖北地区
公民館)
※応募者多数の場合は、受講されたことのな

い方を優先した上で抽選し、結果は後日通知
します。
費用 2500円(材料代などを含む)
申し込み往復ハガキ(1人1枚)に「ガー
デニング教室J、教室番号(①か①を第2希 ② 

市役所の電話番号1:17185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp匂 は「あぴこ楽校Jの事業です。
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回
目
月
1
日
出
9
時

s
m時
所

ア

ピ
ス
タ
内
講
師
に
よ
る
個
別
セ
ミ

ナ

ー

費

5
0
0
円
申
・
圃
電
話

で
我
孫
子
お
か
み
さ
ん
会
宮
7
1
8

高
校
・
一
般
市
民
柔
道
大
会

日
目
月
日
日
細
目
時
試
合
開
始
所

市
民
体
育
館
対
市
内
在
住
・
在
学

の

方

費

5
0
0
円
申
・
圃
ハ
ガ

キ
に
「
高
校
・
一
般
市
民
柔
道
大
会
」
、

住
所
、
中
山
鋭
、
生
年
月
日
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
9
月
初
日
必

着
で
一
T
2
7
o
l
-
-
2
1
中
峠
1

3
0
4星
野
栄
宮
7
1
8
8
・
1
9

7
1
 

我
が
家
の
生
涯
設
計
相
般
会

.. -

所
、
袋
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

9
月
辺
日
消
印
有
効
で
一
T
2
7
O
l

l
l
9
6
久
寺
家
4
5
1
中
央
学
院

大
学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

m
7
1

8
3
・
6
5
0
6
E
メ
I
ル釦
A
R
M

g『
@
の
の

-
n
m
z
-
ω
n
-
V
E
7
1
8
3

-
F
O
F
b
つ臼
Q
d

千
葉
県
里
親
会
・
相
支
部
会
合

日
目
月
3
日
側
叩
時
却
分
S
U時

所
千
葉
県
柏
児
童
相
談
所

内
坂
本

和
子
き
ん
を
お
招
き
し
て
の
会
合
・

テ
l
マ
:
・
星
親
i
今
ま
で
と
こ
れ
か

ら
対
墨
親
、
墨
親
希
望
者
、
里
親

に
関
心
の
あ
る
方
申
・
圃
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
9
月
お
固
ま
で
に
千
葉

県
星
親
会
柏
支
部

・
田
村
宮
問
0
4

7
・
3
8
9
・
6
3
2
8

※
保
育
・

昼
食
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ぼ
し
ゅ
う

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
刊
階

飲
食
施
設
出
庖
者

市
で
は
、
我
孫
子
駅
南
側
に
建
設

中
の
「
(
仮
称
)
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
及
び
(
仮
称
)
我
孫
子

海
老
原

ひ

ろ

曹

潤
希
ち
ゃ
ん

(
布
佐
・

1
歳

3
カ
月
)

最
近
、
ケ
ン
力
ば
か
り
し
て
る

け
ど
、
本
当
は
瑞
希
あ
姉
ち
ゃ
ん

が
大
路
ぎ
な
ポ
ク
な
の
で
し
だ
り

市
我
孫
子
南
区
域
近
隣
セ
ン
タ
ー

等
」
の
日
階
飲
食
施
設
へ
の
出
庖
者

を
募
集
し
ま
す
。

公
募
要
綱
・
仕
様
書
、
申
し
込
み

様
式
な
ど
は
、
我
孫
子
市
ホ
I
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
l
ド
で
き
ま
す
。

市
民
事
業
と
し
て
、
企
業
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
魅
力
あ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

岡
市
民
活
動
支
援
課
宮
7
1
8
5
・

1
4
6
7
 

郵
便
局
年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト

期
間
ロ
月
中
旬
i
来
年
1
月
上
旬

勤
務
先
我
孫
子
郵
便
局
内
郵
便
物

の
仕
分
け
、
配
達
ほ
か

※
勤
務
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
我
孫

子
郵
便
局
総
務
課
宮
7
1
8
2
・
1

4
3
1
へ
(
平
日
9
時

1
げ
時
)
。

陳
式
太
極
拳

我
孫
子
太
極
拳
ク
ラ
ブ
会
員

日
月
4
国
側
U
時

i
M時
所

市

民

体
育
館
費
月
3
0
0
0
円
、
入
会

金
2
0
0
0
円
申
・
圃
電
話
で
坂

田
宮
7
1
8
4
・
5
1
1
5

レ
デ
ィ
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ひ
ま
わ
り
会
員

日
毎
週
岡
山
時
S
U時
所
市
民
体

育

館

費

月

2
0
0
0
円
、
入
会
金

1
0
0
0
円
申
・
圃
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
長
津
宮
問
7
1
0
6
・
7
0

1
7
 

5 11'g/~以下
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国の定める手賀沼の
水質環境基準 (C0 0値)

千葉県湖沼水質保全計画による
年平均目標COD値

平成17年8月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

平成16年8月、月平均COD値
採水場所:手賀沼公園沖

忘れ 手
工
芸
連
盟
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
・
内
左
表
参
照
対
日
歳
以

上
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
、
各

先
着
目
人
費
各
月
2
0
0
0
円

(
材
料
費
別
途
)
申
・
圃
各
講
師
へ

※
場
所
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

11座名 日時 場所 11師

パンフラワー
第1・3側

湖北地区公民館
阿部乃里子さん

9時30分-11時30分 8開7182-85田

七宝焼
第1・3附 近隣セン歩一 薮野紀子さん
1鳴 -12時 こもれぴ 8開7叩8ω槌

デコパージュ
第1・3附 天王台 机邦子さん
9時30分-11時30分 ~t近隣セン歩一 8蹴7184-5737

手噸人形
第2・4伺 近隣セン歩一 緑川和子さん
10時-12時 こもれぴ 8開7184-8011

手あみ
第2・4附

市民プラザ
鈴木迫子さん

日時30分-15時30分 8蹴7182-7669

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日
9
月
幻
白
川
W
U
時
却
分
予
定
(
議

案
内
容
に
よ
り
変
更
あ
り
)

所
水

道
局
4
階
会
議
室
内
9
月
辺
日
同

以
降
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申

6.711'g /2 

傍
聴
さ
れ
る
方
は
開
会
予
定
時
間
前

に
傍
聴
者
名
簿
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
担
当
の
指
示
に
従
っ
て
入
室
し

て
く
だ
さ
い
回
教
育
委
員
会
総
務

課
宮
7
1
8
5
・
1
1
1
0

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

行
楽
の
秋
、
五
本
松
公
園
に
隣
接

す
る
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
で
秋
を

満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

家
族
や
気
の
合
、
つ
仲
間
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
焼
き
芋
な
ど
秋
の
味
覚
を

堪
能
し
た
り
、
ま
た
、
日
月
末
固
ま

で
は
宿
泊
が
で
き
る
の
で
、
虫
の
声

を
聞
き
な
が
ら
秋
の
夜
長
を
キ
ャ
ン

プ
場
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ご
利
用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

申
・
圃
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
宮

7
1
8
5
・
1
6
0
4

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
の
登
録
更
新
手
続
き

対
日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
有
効
期
限
が
平
成
四
年

3
月
旦
日
の
方
受
付
期
間
9
月
日

日
同
i
m月
7
日
働

※
申
請
書
類
は
登
録
住
所
へ
郵
送
。

圃
下
水
道
謀
・
内
線
5
3
8

オ
l
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

9
月
初
日
か
ら
販
売

市
町
村
の
振
興
を
目
的
に
、
ォ
ー

タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
9
月
お
日

か
ら
叩
月
日
固
ま
で
、
全
国
の
宝
く

市内交通(人身)事故発生件数
(我孫子警察署管内・ 8月s1日現在)

8月の発生件数 49件
今年の発生件数(1月-)413件
前年同期比 +1件
8月の死者数 1人
今年の死者数 8人
前年同期比 +7人

8月の負傷者数 64人
今年の負傷者数 499人
前年同期比 -24人

じ
売
場
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
は
1
枚
3
0
0
円
で
、
当

せ
ん
金
は
1
等
1
億
5
0
0
0
万
円
、

1
等
前
後
賞
各
2
5
0
0
万
円
、

2

等
1
0
0
0
万
円
、

3
等
1
0
0
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

圃
財
政
担
率一

・
内
線
2
2
0

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

日
目
月
8
日
回
目
時

i
日

時

所

柏

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
適
切
で

円
滑
な
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
・
運
営
を

期
す
る
た
め
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

に
よ
る
無
料
の
個
別
相
談
合
対
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
、
管
理
業
者
、

居
住
者
な
ど
、
先
着
8
組

(
1
組
初

分
)
費
無
料
申
・
圃
電
話
で
千

葉
県
住
宅
課
住
宅
建
設
支
援
室
宮
0

4
3
・
2
2
3
・
3
2
2
9

不
周
回
目
情
報

"
回
り
ま
す
"

。
有
料
で
申
コ
ン
ピ
エ
ア
ロ
バ

イ
ク
:
・
吉
田
宮
7
1
8
2
・
9
0

4
3
 

0
無
料
で
申
す
し
用
飯
台
(
位

仰
)
:
・
渡
辺
宮
7
1
8
7
・
0
7

7
0

事
介
護
用
品
各
種
:
・
原
田

宮

7
1
0
5
・
3
4
5
1

"
髄
っ
て
く
だ
さ
い
"

。
無
料
で
申
将
棋
・
囲
碁
セ
ッ

ト
・
:
桧
垣
宮
7
1
8
4
・
9
5
7

申
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
:
大
井
宮
7

6 1
8
2
・
2
4
9
2

申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
衣
類
、
自
動
車
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん

※
掲
載
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
は
、
ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8

6
・5
5
0
0
へ
(
月
曜
日
休
館
)
。

市民伝言版

このコーナーに掲麓を希望する方は、

広報掲輯依頼書(市役所広報室に用意

または我孫子市のホームページからダ
ウンロード)に必要事項を記入のうえ、

掲麓希望日の1カ月前までに広報室ヘ
提出してください。
掲輯する内容はイベント名・日時・

場所・内容・費用・問い合わせ先など

です。詳しい内容の確認は、当事者聞

で行うようお願いします。
圃広報室c7185-1269 

公共施設利用の活動let、優先的|こ

場所ガ確保されている也のではあ

りまぜん。

‘V 

2
・
8
7
6
6

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

白
秋
講
演
会

目
印
月
1
日
回
目
時
5
日

時

所

中

央
学
院
大
学
内
「
新
し
い
人
生
の

シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
」
・
講
師
:
・
鈴
木

啓
三
さ
ん
(
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
)
対
1
5
0
入

費

無

料

申
・
圃
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ

ー
ル
で
講
演
名
「
新
し
い
人
生
の
シ

ナ
リ
オ
づ
く
り
」
、
郵
便
番
号
、
住

e
gぬ
vp
r

鮎
川
萌
ち
ゃ
ん

(寿・

1
歳
4
カ
月
)

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
う
の
が
大

路
き
。
膝
巴
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ
て

「読
ん
で
り
」
と
せ
が
み
ま
ザ
。

講
演
・
催
し

V
1歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の

た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
叩
月
4
日

ω日
時
却
分
i
u時
。
市
民
プ
ラ
ザ
。

先
着
お
組
。
-
組
8
0
0
円
。
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ
ぉ

1
の
・
ヴ
ォ
ー

ノ
・
熊
谷
宮
町
7
1
8
4
・
3
4
4

8
(日
時

5
日
時
)

V
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
月
2
日
倒
U
時
1
日
時
却
分
。
我

孫
子
栄
光
教
会
(
湖
北
駅
南
口
か
ら

西
へ
線
路
沿
い
に
徒
歩
5
分
)
。
ア

メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
ほ
か
、
奏

者
:
・
亀
井
玲
司
さ
ん
。
無
料
。
一
一
宮

古

7
1
8
8
・
3
6
7
9

V
無
料
J
A
V
Aプ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

夜
間
講
座
日
月
1
6
カ
月
平
日
5

日
間
四
時

i
n時
。
明
生
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
(
新
松
戸
4
の
2
の

1
)
。
文
部
科
学
省
委
託
事
業
。

却

歳
以
下
の
不
安
定
就
労
者
白
人
。
同

校
宮
0
1
2
0
・
7
2
7
・
1
6
1

V
万
葉
集
講
座
・
家
持
を
め
ぐ
る
女

性
た
ち
叩
月
ロ
日
制
比
時

5
日
時
。

市
民
プ
ラ
ザ
。
講
師
:
・
針
原
孝
之
さ

ん
(
二
松
学
舎
大
学
教
授
)
。

1
0

0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)
。
東

海
林
宮
7
1
8
2
・
1
8
2
8

V
第
3
回
琴
友
会
大
正
琴
発
表
会

9
月
U
A
日
出
口
時
田
分
1
日
即
時
。
湖

北
地
区
公
民
館
。

2
0
0
人
。
無
料
。

琴
友
会
・
脅
山
宮
7
1
8
7
・
1
0

5
0
 

V
川
村
英
文
学
会
特
別
講
演
会
叩

月
1
日
回
目
時
却
分
5
0
川
村
学
園

女
子
大
学
。
「
大
統
領
た
ち
が
愛
し

た
マ
ン
ガ
」
、
講
師
:
・
贋
測
升
彦
さ

ん
(
元
テ
レ
ピ
朝
日
ロ
ン
ド
ン
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
局
長
)
。
無
料
。
同

大
学
宮
7
1
8
3
・
7
2
1
2

会
員
・
仲
間
募
集

V
俳
句
の
会

「
け
や
き
」
毎
月
第

2
・
4
例
日
時
却
分

i
M時
。
我
孫

子
第
一
小
学
校
。
初
心
者
歓
迎
、

4

5
5
人
。
月
1
5
0
0
円
。
薩
美
宮

7
1
8
4
・
2
8
6
8

V
全
国
民
揺
を
踊
る
会
月
2
回
冊

目
時
1
ロ
時
。
近
セ
こ
も
れ
ぴ
ほ
か
。

日
本
全
国
北
か
ら
南
ま
で
の
民
謡
を

楽
し
く
勉
強
し
ま
す
(
初
回
は
草
津

節
・
ユ
ン
タ
)
。
初
人
。

1
回
5
0

0
円
。
樹
の
会
・
坂
巻
宮
7
1
8
7

.つ臼
Q
d
胃
ょ
っ
u

v健
康
体
操
自
彊
一
慨
毎
週
…ωク

ラ
ス
叩
時

i
日
時
却
分
、
毎
週
働
ク

ラ
ス
U
時

1
日
時
却
分
、
月
4
因。

我
孫
子
泉
受
富
所
。
月
2
5
0
0
円。

自
彊
術
普
及
会

・
井
戸
宮
問
7
1
8

3
・
1
9
3
9

V
熟
年
男
性
ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
2
か
第
3
例
目
時

S
U時。

ア
ピ
ス
タ
。
句
の
食
材
を
使
っ
て
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
作

り
を
H

入
1
0
0
0
円
、
月
1
5

0
0
円
(
食
材
費
込
み
)
。
出
野
宮

7
1
8
4
・
4
5
4
9

近セ=近隣センター、市セ=市民センター、布佐ステ=布佐ステーションホール、入=入会金、月=月会費、年=年会費I市民伝言板jの各項目は、右のとおり省略しています。
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ご協力ありがとうございましだ

平和の折り鶴3万5000羽!
全
員

笑
顔
で
ゴ
ー
ル

5
泊
6
日
徒
歩
の
旅

A
B
l
K
O
チ
ャ
レ
ン
ジ

・
ウ
オ
ー
ク

-ー-

原爆写真展・平和記念式典で展示

被
爆

ω周
年
に
あ
た
り
、
市
と
我

孫
子
市
原
爆
被
爆
者
の
会
と
の
協
働

の
取
り
組
み
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

筑波山周辺から我諌子市まで歩き通す iABIKOチャ

レンジ・ウオーク2005Jが8月23日閃から28日(日)まで
5泊6日の日程で行われました。
参加者は、小学5年生から高校1:年生までの男女26

人(4班)。コース、宿泊場所、食事のメニューなとす

べてを自分たちで決め、毎日約10同を歩き通しました。

最終日。ゴール地点のアビスタでは、大勢の人が出迎

えるなか、全員が笑顔でゴールしました。(写真上)

企アビスタストリートでの展示

に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
た

「平

和
の
折
り
鶴
づ
く
り
」
に
、
個
人
、

グ
ル
ー
プ
、
学
校
、
福
祉
団
体
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
約
3
万

5
0
0
0
羽
の
折
り
鶴
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
折
り
鶴
は
、

8
月
日
日
か

ら
お
日
に
開
催
さ
れ
た

「原
爆
写

真
展
」
と
8
月
初
日
に
開
催
さ
れ

た

「平
和
記
念
式
典
」
で
展
示
・

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
今
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
市
の
平
和
記
念
行
事
や
我

孫
子
市
原
爆
被
爆
者
の
会
の
関
連

事
業
な
ど
で
有
効
に
展
示
・
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

迫力演技で観客を魅了
イン・ドリームjを上演

市民ミュージカル第2弾「バ

レンタイン・ ドリームJが、 8
月27日曲、 28日間市民会館で
上演されました。

上演は、小学生だけの 「ジュ

ニア組J、女性中心の 「そら

組J、幅広い年齢層による 「か

わ組Jに分かれ行われました。

来場者は2日間で約2000人。
出演者は、これまでの詰昔の成

果をステージ上で力いっぱい発

揮していました。

東
葛
を
「
映
画
の
ま
ち
」
に

布
佐
相
島
芸
術
文
化
村
で
映
画
撮
影

( 惨
中宮
央塁
let稲
筈A.
訂村

詣Z
Z霊

最

8月16日閃.17日制布佐の相島芸術文化村で、
東葛映画祭 (10月14日から開催)のオープ二ン
グイペン卜で上映される映画、 「妹-SISTER-J 

の撮影が行われました。(写真)

東葛映画祭は、 「千葉県北西部を映画のまちに

したいJという思いから、東葛地域の映画愛好団

体が、 TO・KATSUフィルムフェスティパル実行

委員会を発足し、今年からスター卜します。

映画は、 10月15出.16日(日)、映画祭の我頚子

会場となる相島芸術文化村で上映されます。

旬

選

本

に

断

定

驚

動

き

出

す

傍

旦

星
影
を
描
く
ス
I
プ
の
お
く
ら
の
実

附

朝
顔
を
た
た
き
染
め
し
つ
自
由
帳

4

秋
扇
た
た
む
に
音
を
忍
ば
せ
て

法
師
腕
足
湯
川
誠
れ
な
が
な
が
と

に

お

事

』ら
か
aq

手
賀
沼
の
匂
ひ
な
つ
か
し
菰
風

母
の
背
を
流
す
が
ご
と
く
墓
洗
ふ

A
M
M
C
 

奉
納
の
絵
馬
の
嵩
か
な
風
は
秋

文芸だより

渋
谷
冬
在
子

石
神
愛
子

小
嶺
佐
知
子

川
上
進
也

小

林

光

江

新
堀

孝
女

下
回
文
子

町

田

進

ナーです。締め切りは、毎月~日(必目
着)。ハガキで1人1作に限ります。 目
応募先 〒 wïl・~市役所広報室目
(住所省略可)ヘ 目
なお、 f青少年(18歳以下)の部.

の作品(俳句・短歌)も募集してい 目
ます。青少年の部ヘ応募する方は、 目

ア

ン

ド

ウ

ζ

き

パ
ソ
コ
ン
に

「元
に
戻
す
」
の
キ
l
あ
る
も
古
希
過
ぎ
し
身
の
い
か
に
か
も
せ
む
川
上
進
也

一評
}

パ
ソ
コ
ン
で
は
失
敗
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
人
の
世
の
夢
の
実
現
だ
。

あ
辛
ワ
ら

意
志
を
も
ち
歩
き
初
め
た
る
孫
ま
ひ
ろ
地
球
を
感
じ
よ
そ
の
足
裏
に
梅
田

啓
子

{評
}

沈
み
ゆ
く
月
が
、

昇
る
朝
日
に
声
援
を
送
る
風
旬
更
な
る
足
裏
は
眠
の
力
を
吸
う
。

夕
暮
る
る
畠
に
ひ
と
り
草
を
刈
る
し
た
た
り
落

Z
汗
吋
ひ
っ
つ

一
夜
さ
を
見
ら
る
る
と
も
な
く
咲
き
と
ほ
い
饗
つ
け
て
静
香

月
余
経
ず
?
逃
げ
犯
の
捕
へ
ら
る
市
民
&
脚
九
十
余
名

@hr白

ア
、
め
っ
た
に
見
る
こ
と
で
き
ん
首
雲
明
日
は
き
っ
と
い
い
こ
と
あ
る
よ
。
薪
かな)

く
る
く
る
ら
す
洗
へ
ば
手
の
平
が
覚
え
て
を
り
ぬ
子
の
ま
ろ
あ

た
を

身
の
丈
は
わ
た
し
と
同
じ
コ
ス
モ
ス
の
う
す
く
れ
な
ゐ
は
燭
や
か
に
し
て

鰭叡
榊原敦子 選

七
月
下
旬
に
根
戸
地
区
の
休
耕
田

か
ま
え
ぴ

を
訪
れ
る
と
、
蛇
が
一鎌
首
を
持
ち
上

げ
た
よ
う
な
形
の
カ
ラ
ス
ピ
シ
ャ
ク

に
出
会
い
ま
し
た
。

馬
山
川
は
、
花
栂
を
包
む
紫
色
を

ほ

う

ひ

L
eく

帯
び
た
緑
の
智
が
、
柄
杓
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
の
名
で
、
減
訊
で
は
地

き
ゅ
う
け
い

下
の
球
茎
を
つ
わ
り
の
吐
き
気
止
め

に
用
い
、
議
と
呼
び
ま
す
。

w~りお巴8クヤタ(烏柄杓)
(さといも科)

渡 石 千 嘉 小 小
辺 河 葉 戸 島 出

詔 和 フ 健 順 礼
子子 ミ 治也子

た
ち

ま
た
、
か
つ
て
農
家
の
人
遣
が
、

こ
の
球
茎
を
掘
り
集
め
て
薬
屋
に
売

り
、
小
遣
い
稼
ぎ
を
し
た
と
い
う
の

で
、
へ
ソ
ク
リ
の
名
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
草
は
畑
の
雑
草
と
し
て
普
通

に
見
ら
れ
る
多
年
草
で
、
葉
は
三
つ

の
小
葉
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

制
耽
の
途
中
と
小
葉
の
基
部
に
は

珠
ず
れ
が
で
き
、
落
ち
て
発
芽
す
る
と

新
個
体
が
で
き
そ
撃
は
葉
よ

り
も
高
く
、
二
十
か
ら
四
十
セ
ン
チ

の
高
さ
に
な
り
ま
す
。
花
は
似
縦
断

か
じ
く

と
呼
ば
れ
る
置
の
内
側
に
あ
る
花
軸

お
ぱ
な

に
密
生
し
、
上
部
は
雄
花
、
下
部
は

め
ば
な

雌
花
の
群
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
花
軸
の
先
は
長
く
伸
び
、
を

の
外
側
へ
突
き
出
し
て
、
蛇
が
舌
を

伸
ば
し
た
よ
う
な
形
に
見
え
ま
す
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)

ほ100 直~. この広報紙は 100%再生紙・大豆イ ンクを使用しています。


